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I I I  公共交通の現状と課題 

1. 三田市の概況 

(1) 位置･地勢 
 

 

 

 

図 III-1  三⽥市の位置と概要 

・本市は、兵庫県の南東部に位置し、神⼾市市街地より六甲⼭を越えて北へ約 25 ㎞、⼤
阪市より北⻄へ約 35 ㎞の圏域にあります。 

・北は丹波篠⼭市、東は宝塚市、猪名川町、南は神⼾市、⻄は加東市、三⽊市に接してい
ます。 

・市域は、東⻄ 19.3 ㎞、南北 17.8 ㎞で、総⾯積は 210.32 ㎞２です。 
・市域の北部から東部にかけて標⾼ 500ｍ〜700ｍの諸峰が連⽴し、南東部には三⽥盆地

が開けており、⻄部から南東部にかけて武庫川が貫流しています。 
・市域の中部･北部にかけて農村地域が広がる⼀⽅で、南部には市街地がクラスター状に

集中しています。 

2022（令和 4）年 10 月 

人 口 ： 108,577 人 

世 帯 数： 47,023 世帯 

面 積 ：  210.32 ㎞２ 
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(2) 人口 

 人口と高齢化率の推移 
 

 

 

 

 
出典︓2015（平成 27）年〜2022（令和 4）年の実績値は、「三⽥市統計書」（2011（平成 23）年度までは住⺠基

本台帳法（1967（昭和 42）年以前を住⺠登録法）及び外国⼈登録法、2012（平成 24）年度以降は住⺠基
本台帳法に基づく。各年 10 ⽉ 1 ⽇現在）より作成 
2025（令和 7）年以降の推計値は、「三⽥市⼈⼝ビジョン（⼈⼝の動向と今後の⾒通し）2022（令和 4）年 4
⽉」で⽰す、独⾃設定による推計結果（政策間の関連性を重視する観点から、兵庫県の新⻑期ビジョンにおける三⽥市
の⼈⼝推計結果を参考に⼈⼝ビジョンにおける将来⼈⼝推計として揚げるもの）より作成 

 
※１ 年齢不詳⼈⼝は除く 
※２ 四捨五⼊による端数処理のため、構成⽐の合計が 100％とならない 
 

図 III-2  ⼈⼝・⾼齢化率・年少⼈⼝⽐率の推移 
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・本市の⼈⼝は、2022（令和 4）年時点で約 11 万⼈です。 
・2020 年以前の⼈⼝は横ばい傾向を⽰していましたが、2020 年以降は⼈⼝が減少傾向

を⽰しており、2025 年以降はさらに⼈⼝が減少するものと想定しています。 
・また、⼈⼝減少と相まって⾼齢化率の増加も続くと予想され、2040 年には、⾼齢化率

が 40％すなわち約 2.5 ⼈に１⼈が 65 歳以上になると想定しています。 
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 地域別人口 
 

 

 

 

出典: 2020（令和 2）年国勢調査※地域メッシュ統計 
図 III-3  地域別⼈⼝ 

 
 

・本市の⼈⼝分布は市域の南⻄部に集中しており、500ｍメッシュ※当たりの⼈⼝密度が
1,000 ⼈以上の地区は、JR 福知⼭線の鉄道駅周辺、フラワータウン地区、ウッディタウ
ン地区等に分布しています。 
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 地区別高齢化率の推移 

 

 

出典︓ 2022（令和 4）年は、「三⽥市統計書」（住⺠基本台帳法に基づく。各年 10 ⽉ 1 ⽇現在）より作成 
2025（令和 7）年以降の推計値は、「三⽥市⼈⼝ビジョン（⼈⼝の動向と今後の⾒通し）2022（令和 4）年 4
⽉」で⽰す、独⾃設定による推計結果（政策間の関連性を重視する観点から、兵庫県の新⻑期ビジョンにおける三⽥市
の⼈⼝推計結果を参考に⼈⼝ビジョンにおける将来⼈⼝推計として揚げるもの）より作成 

図 III-4  地域⾼齢化率の推移 
※カルチャータウン地区には、テクノパーク地区を含む。 

・地区別に⾼齢化率をみると、2022（令和 4）年では、北部の⼀部で⾼齢化率 40％以上
となっていますが、2025（令和 7）年には、北部地域で 40％を超えている地域が増え、
段階的に南部地域も⾼齢化が進み、2040（令和 27）年には三⽥地区、ウッディタウン
地区、カルチャータウン地区以外はすべて⾼齢化率 40％を超える地域となっています。 

【 2022(令和 4)年 】：三田市全体高齢化率 27.0％ 

【 2035(令和 17)年 】：三田市全体高齢化率 38.0％ 

【 2025（令和 7）年 】：三田市全体高齢化率 31.0％

【 2045（令和 27）年 】：三田市全体高齢化率 41.0％
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(3) 施設立地状況 
 

 
 

 

出典︓商業施設︓全国⼤型⼩売店総覧 2020 
病院・診療所・公共施設・学校・観光施設︓国⼟数値情報(2023(令和 5)年 12 ⽉時点) 

図 III-5  施設⽴地状況(2023（令和 5）年 12 ⽉現在) 
 

・病院や商業施設等は、市の南⻄部に⽴地しています。 
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2. 三田市の公共交通を取りまく現状 

2.1 鉄道・バス・タクシーの現状 

(1) 現在の公共交通網 

 

 

 
 
 

図 III-6  公共交通網（2023（令和 5）年 12 ⽉現在） 
 

・市内を運⾏する鉄道は⻄⽇本旅客鉄道（JR）≪福知⼭線≫及び神⼾電鉄≪三⽥線・公園都
市線≫があり、バスは神姫バス及びウイング神姫により市内を運⾏しています。タクシ
ーは 3 社により、市全域を運⾏しています。 

・新たな移動⼿段として、⾃家⽤有償旅客運送（広野地区「あいのり 1 号」・⼩野地区「お
互いさま之助」）を導⼊し、その他にも実証実験として⾃家⽤⾞を使⽤した「藍地区岩倉
区地域内交通試験運⾏」、グリーンスローモビリティを使⽤した「むこグルグル実証実
験」や「中型⾃動運転バス実証実験」を実施しています。 

タクシーは、 

日本交通、ファイブスタータクシー、三田タクシーの３社が運行 


